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 平成２４年９月１１日    平成２３年度各会計決算審査特別委員会議件    １．正副委員長の互選について  ２．副議長の委員会出席について  ３．審査方法及び日程について  ４．その他  



 

- 1 - 
  

午前11時05分 開会 ○工藤議長  ただいまから、平成23年度各会計決算審査特別委員会を開会いたします。  初めての委員会でございますので、委員長の互選を行うわけでありますが、この職務は、委員会条例の規定により、年長の委員が臨時の委員長となり、とり行うことになっておりますので、まず私から、年長の委員であります松浦敏司委員を御紹介いたします。  松浦委員、委員長席に御足労をお願いいたします。 ○松浦臨時委員長  それでは、年長ということで、私が臨時の委員長を務めさせていただきます。  早速、委員長の互選を行うわけでありますが、私から委員長を指名してよろしいでしょうか、お諮りいたします。 （「異議なし」の声あり） ○松浦臨時委員長  異議がございませんので、委員長に、渡部眞美委員を指名させていただきたいと存じますが、これに御異議ございませんか。 （「異議なし」の声あり） ○松浦臨時委員長  異議がありませんので、渡部眞美委員が委員長に決定いたしました。  以上で、私の役目は終了いたします。御協力ありがとうございます。それでは、渡部委員長、委員長席にお着きの上、ごあいさつをお願いいたします。 ○渡部委員長  それでは、一言ごあいさつを申し上げます。  皆様の御推挙によりまして、委員長に就任することとなり、大変、光栄に存じております。  責任の重さを痛感しているところでございます。もとより微力ではございますが、委員の皆さん並びに理事者の皆さんの御協力をいただきまして、本特別委員会の円滑な運営に努めてまいりますので、よろしくお願い申し上げます。  簡単ではございますが、委員長就任のあいさつとさせていただきます。  それでは、次に副委員長の互選を行います。  私から、副委員長を指名してよろしいかお諮りしたいと思います。よろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） ○渡部委員長  異議がありませんので、副委員長に山田俊美委員を指名いたしたいと存じますが、これに御異議はございませんか。 （「異議なし」の声あり） ○渡部委員長  異議がございませんので、山田俊美委員が副委員長に決定いたしました。  それでは、山田副委員長、ごあいさつをお願いいたします。 ○山田副委員長  一言ごあいさつを申し上げます。  皆様方の御推挙により副委員長に就任することになり、光栄に存じているところでございます。  もとより微力ではありますが、委員長を補佐しながら、各委員の御協力を賜り、本特別委員会の円滑な運営に努めてまいりますので、よろしくお願い申し上げます。  簡単ではございますが、副委員長のあいさつとさせていただきます。よろしくお願いします。 ○渡部委員長  次に、当委員会への副議長の出席についてお諮りいたしますが、本件は、従来からの申し合わせによりまして、委員会の合意、決定に基づき出席を求めることになっております。  従来どおり、当委員会への副議長の出席を求めることとしてよろしいでしょうか。 （「異議なし」の声あり） ○渡部委員長  異議がございませんので、当委員会への副議長の出席については、求めるということに決定をさせていただきます。  次に、審査方法及び日程について御協議願います。  まず、局長より説明をお願いいたします。 ○佐藤議会事務局長  審査方法について説明いたします。  お手元に配付の平成23年度決算の審査方法をごらん願います。  これは、９月７日に議運で決定されたものであります。  一つ目は、一般会計、特別会計、水道事業会計について、委員定数９名の特別委員会を設置し、今定例会に一括付託して会期中に審査するという
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ものです。  二つ目は、審査の順序は、総務文教委員会、生活福祉委員会、経済建設委員会のそれぞれの所管の部署の順に審査するというものでございます。  必要があれば、さらに課別に細分化して審査することができるというものでございます。  三つ目は、審査場所は委員会室で行うこととし、傍聴については委員会条例の定めを準用するというものでございます。  四つ目の会議録については、他の委員会同様、録音から作成・印刷するが、作成後の配付はしないというものでございます。  五つ目の審査日程は、おおむね所管部別の実質審査を３日間、予備日１日、審査取りまとめ１日とし、それぞれの日程については時間延長してでもその日に消化するように努めるというものでございます。  六つ目の質問の順序は、質問者が挙手をして委員長に発言を求め、委員長の議事整理で審査を進めるというものでございます。  七つ目の説明員の出席については、原則的に、監査委員、副市長及び関係部課長等に出席を求めるというものでございます。  最後の資料については、理事者側から提出された法定資料以外の資料については、決算審査特別委員会において、審査日程を踏まえながら十分審査してもらうよう取り扱うものということでございます。  以上について、御確認をお願いいたします。  次に、審査日程についてでありますが、平成23年度各会計決算審査特別委員会審査日程案をごらん願います。  これも９月７日の議運で決定いただいたものでありますので、御確認を願います。  具体的な日程は、24日、25日、26日の３日間で実質的な審査をしていただき、この３日間の割り振りは、常任委員会の所管部署ごとに記載の内容を審査していくものでございます。  この中の24日の一般会計、02総務費のうち、括弧内に記載の戸籍住民基本台帳費、市民活動費については、市民部の所管でありますので、審査は25日となります。  歳入については、欄外にも記載しておりますが、それぞれ関連する歳出科目の日程に含めるというものでございます。 

 なお、委員会室の広さの関係で、説明者全員が同時に入ることが難しいことから、所管の欄の点線で区切っておりますが、この区分で各部を順次入れかえながら進めていただきたいと考えております。  次に、審査の予備日は27日、審査結果の取りまとめは、28日を予定しております。  以上が、本特別委員会の審査日程であります。  なお、開会時間は、いずれも午前10時を予定しております。  また、ここには記載しておりませんが、10月１日の本会議において、委員長から決算審査報告と審査決定をすることとなっております。  以上でございます。 ○渡部委員長  ただいま局長から審査方法及び日程につきまして説明がございました。  私から、資料要求に関しまして、従前の例を説明いたします。  資料要求につきましては、委員から質疑の過程で必要な資料要求があれば、その都度発言をしていただき、委員会として、その資料が必要であるか否かをお諮りし、委員会として決定していくという取り扱いが従前の例であります。  本特別委員会の審査方法及び審査日程につきまして、ただいま説明いたしましたが、このように取り扱っていきたいと思いますが、御異議ございませんか。 （「異議なし」という声あり） ○渡部委員長  異議がございませんので、そのように決定をいたしました。  次に、その他でありますが、委員の方から何かございませんか。  松浦委員。 ○松浦委員  今、資料の関係のお話がありましたけれども、私としては昨年同様の資料といいますか、こういったものが事前に決算委員に配付されたという経過がありまして、できるだけそういった形をとっていただきたいということと、まずその辺、各委員の御意見をいただいて、資料がいただけるものならいただきたいというふうに思っておりますが、いかがでしょうか。 ○渡部委員長 
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 ただいま、松浦委員のほうから昨年同様の資料の要求を現時点でしたいという内容だったと思うのですが、皆様、これに対して何か御意見ありますか。 （「賛成」の声あり） ○渡部委員長  賛成という声がございましたので、昨年同様の資料の提示を委員会として、この場で求めていきたいと思います。それでよろしいでしょうか。 （「異議なし」の声あり） ○松浦委員  それで、決算委員なので、できればこの資料が昨年でいうと当日、初日の日に渡されたということもあるのですけれども、できればこのもう少し前にできるものであれば今週、もしくは来週の18日あたりにいただければ、各委員もこの資料に目を通す時間があって議論がしやすいのかなというふうに思うのですが、この辺、理事者のほうの都合があると思うので、その辺、できれば確認していただければと思いますが。 ○川田企画総務部長  例年、日本共産党議員団のほうから資料要求がある部分についてのお話だと思いますが、既存で持っている資料だけではないですね。実際に、資料、平成23年度の情報から加工して積算してつくらなくてはならない資料もありますので、お時間を少しいただければというふうに思います。  今週というのはちょっと難しいかなと、どうしても資料作成となると、土日とか祝日を利用してのお話になりますので、連休明けの早くても来週になるかなというふうには考えていますけれども、それで御了解いただければと思います。  18日か19日をめどにということで御理解いただきたいと思います。 ○渡部委員長  ただいま部長のほうから御説明がありましたが、松浦委員の要望する当日よりは早いということで努力をしていただくということで委員会のほうでお願いをいたしたいと思います。  よろしいですか。  ほかありませんか。 （「なし」の声あり） ○渡部委員長  理事者の方、何かございませんか。 （「ありません」の声あり） 

○渡部委員長  それでは、以上で本日の特別委員会は閉会をさせていただきます。  御苦労さまでした。 午前11時17分 閉会   


